
評価の観点 平均 評価 生徒（成果指標） 平均 評価 保護者（成果指標） 平均 評価

1
家庭や地域への
情報発信 3.3 A 1

学校ＨＰや学年通信等で、生徒の
日常の様子が紹介されている。

3.2 A 1
学校ＨＰや学年通信等で、子ども
や学校の様子が日常的に伝えられ
ている。

3.0 B

2
学校評議員を活用
した学校運営推進 3.2 A

3 生徒指導方針の確認
と指導体制の推進 2.9 B 2

生徒の基本的生活習慣の確立に向
けて、先生は熱心に指導を行って
いる。

3.1 A 2
生徒指導方針（基本的生活習慣の
確立と事故防止）を理解してい
る。

3.1 A

4
生徒の内面の理解
を図る指導の工夫 3.4 A 3

先生方には、不安や悩み事を気軽
に相談できる雰囲気がある。

2.8 B

5 いじめの未然防止 3.1 A 4
先生方からは、いじめを生まな
い、許さない、放置しないという
姿勢が感じられる。

3.2 A 3
教員からはいじめの未然防止、早
期発見、早期対応に努める姿勢が
感じられる。

2.8 B

6 体系的なキャリア教育
の実践 2.7 B 5

進路HR・講演会等を通して、進路
目標が明確になった。

2.8 B 4
保護者会・三者面談等を通じて、
学校と協力しながら、進路決定が
進められた。

3.1 A

7
主体的な進路選択の支
援 3.2 A

8 実践的指導力の向上 2.9 B 6
教材や指導方法の工夫が感じられ
る魅力的な授業が多い。

2.7 B

9 社会の変化に対応
した教育観の育成 2.8 B

10
ＩＣＴ利活用の
推進と進化(深化) 3.3 A 7

ＩＣＴを活用した授業のおかげで、
学習内容の理解が深まっている。

3.0 B 5
タブレットや電子黒板（プロジェク
ター）等の利活用が子どもの学力
育成に役立っている。

3.0 B

11
実効ある危機管理
マニュアルの策定 2.7 C 6

eメッセージの活用は、危機管理
や防災上の観点から有効である。

3.4 A

12
教員の実践的な
研修・訓練 2.9 B

13 校務分掌と協働
体制の確立 3.0 B 7

子どもの学年の経営方針（どのよ
うな生徒を育てたいのか）を理解
している。

2.8 B

14 勤務時間の適正化
推進 2.8 B 8

「ノー部活デー」の取組（適切な
休養日の設定）がなされており、
バランスのとれた生活を送れてい
る。

2.8 B 8

「ノー部活デー」の取組（適切な
休養日の設定）により、子どもは
バランスのとれた生活を送れてい
る。

3.0 B

ＰＴＣＡ活動 15 ＰＴＣＡとの連携 3.0 B 9
学校と家庭・地域が連携し協力で
きる関係にある。

2.8 B

評価の観点 平均 評価 生徒（成果指標） 平均 評価 保護者（成果指標） 平均 評価

自ら学び自ら
考える力の育成

16
体験的・問題解決的
な学習の展開 3.0 B 9

先生の講義だけではなく、生徒が
主体的に参加できる授業が多い。

2.8 B 10
入学時と比較して、子どもには主
体的に学習に取り組む姿勢が育っ
ている。

2.9 B

基礎・基本の
定着

17
生徒の学力の把握と
学習習慣の確立 3.3 A 10

家庭学習の習慣が確立していて、
課題にも前向きに取り組んでい
る。

2.9 B 11
子どもは家庭での学習習慣が確立
しており、課題の量も適切であ
る。

2.7 B

総合的な学習
(探究)の時間

18 教職員の協働体制と
創意工夫した実践 2.6 C

個に応じた学
習指導の徹底

19 評価方法の創意工夫 2.9 B 11
授業や考査・小テスト、提出物に
関して、きめ細かな指導が行われ
ている。

3.1 A 12
子どもに対して、個に応じたきめ
細かな学習指導がなされている。

2.5 D

20 自主的・実践的な
活動の活性化 3.0 B 2.8 B

21 学校行事の精選と
内容の充実 2.6 C 2.9 B

防災・安全
教育

22 防災教育に係る指導
力・実践力向上 3.0 B 13

防災避難訓練や日常の指導によ
り、非常時は安全迅速に行動でき
る（と思う）。

2.9 B

健康教育 23 感染予防対策への指導
の徹底 3.0 B

感染症予防対策を正しく理解し実
行している。

3.1 A 子どもは、感染症予防対策を正し
く理解し実行できている。

3.4 A

人権教育 23 人権教育推進体制
の充実 2.8 B 14

互いの違いを認め合い、相手を大
切にしようとする態度が身につい
ている。

3.3 A 14
子どもには、互いの違いを認め合
い尊重しようとする態度が備わっ
ている。

3.3 A

情報教育 24 情報活用能力と
情報モラルの育成 3.1 A 15

スマートフォンやＳＮＳを利用す
る時は、ネット上のルールやマ
ナーを守っている。

3.5 A 15
子どもはスマートフォンやＳＮＳ
利用時のルールやマナーが身につ
いている。

3.0 B

環境・福祉
教育

25 環境教育の推進 2.8 B 16
校内清掃に励み、身近な生活環境
を美しく保とうと意識している。

3.2 A 16
子どもたちの生活環境・学習環境
はよく整えられている。

3.1 A

26 グローバル人材の
育成 3.0 B 17

英語によるコミュニケーション能
力を高めようとしている。

3.1 A 17
入学時と比較して、子どもの英語
によるコミュニケーション能力は
高まっている。

2.5 D

27
「一生懸命がかっこい
い」を具現する生徒の
育成

3.2 A 18
「一生懸命がかっこいい」といえる
高校生活を送っている。

3.1 A 18
子どもは「一生懸命」に高校生活を
送っている。（※他者との比較で
はありません。）

3.4 A

三者（教員・生徒・保護者）による評価結果一覧〔比較表〕　　　　　　【令和４年度評価　基準日：２月10日】
≪　４段階評価　⇒　Ａ：3.1以上　Ｂ：2.8以上　Ｃ：2.6以上　Ｄ：2.5以下　≫

領域等 評価項目 教員（行動指標）

教職員の
資質向上

公開授業・研究授業及び諸課題に係る校内研修
の実施により、実践的指導力の向上を図る。

校外研修や教育研究会等で得た情報や成果を共
有し、社会の変化やニーズ、教育の新しい動向に
対応しようとする。

ICT（スマートフォンを含む）の利活用による教授方
法の研究に努め、「わかる授業」を実践する。

危機管理
体制の整備

実情に応じた危機管理マニュアルの作成・見直し・
改善を行い、日頃から対応を意識した行動をと
る。

生徒指導方針を生徒・保護者に明確に示すと
ともに、教職員が共通理解したうえで指導に
当たる。

教
育
課
程

共
通

項
目

主体的・対話的で深い学びの実現に向け、授業改
善に努める。

ロイロノートや「学習の記録」等の活用により、学
力の把握・基礎基本の定着を図る。

総合的な探究の時間について、見直し・改善に努
め、より充実した内容になるよう心がける。

シラバスの作成と観点別評価の導入等により、多
様な生徒にきめ細かい指導を行う。

選
択
項
目

特別活動
(学校行事等)

生徒会活動やホームルーム活動において、生徒
の自発的・自治的な活動が行われるよう支援す
る。

行事庶務検討委員会を定期的に開催し、行事の
精選と内容の充実を図る。

適宜個人面談を実施するとともに、カウンセ
リングマインドの習得に努め生徒の内面的理
解に基づいた指導を行う。

本校のいじめ防止基本方針に基づいて適切に
いじめ対策に取り組み、いじめを生まない土
壌作りに努める。

進路指導

進路HR及び総合的な探究の時間を活用しなが
ら、組織的・計画的にキャリア教育を行う。

さまざまな機会を捉え、進路選択に係る情報を提
供し、適時、面談等を通じて進路実現への意識を
高める。

規範意識と基本的生活習慣が確立し、自己実現
に向けて粘り強く努力できる生徒を育てる。

領域等 評価項目 教員（行動指標）

学
校
運
営

共
通
項
目

開かれた
学校づくり

重大事故発生時の適切な対応や、生徒・教職員
の心のケア等についての研修を行う。

学校運営
全般

各部の指導の重点または各学年の経営方針を定
め、その実現に向けて協働する。

勤務時間の適正化（「ノー部活デー」の取組を含
む）を行うとともに、タイムマネジメント実現に向け
従事時間申告表を作成・活用する。

保護者や地域に教育活動を公開するとともに、家
庭・地域ぐるみの活動の充実を図り、連携を深め
る。

ホームページの更新、学年通信の発行等を通
じて、保護者や地域に新しい情報を積極的に
提供する。

学校評議員会や公開授業等を通じて、学校評
議員や来校者等の意見を学校運営の改善に役
立てる。

選
択
項
目

生徒指導
(保健指導含む)

12
学校行事が生徒主体で行われてい
て、内容や実施時期に満足してい
る。

13
各種学校行事の内容や実施時期は
満足できるものである。

ゴミや省資源等の身近な環境問題への関心を高
め、環境美化に取り組む姿勢を育てる。

課
題
教
育

共
通
項
目

防災避難訓練の実施と危険箇所の点検、救急救
命講習等により、教職員の意識と技術を高める。

感染症における予防対策を正しく理解させ、
予防する能力や態度を育成する。

３年間を見通した人権LHR計画の作成や講演会
等の実施により、自他を尊重する態度を育む。

選
択

項
目

生徒がICTを適切に活用する能力の育成ととも
に、人権尊重を基盤とした情報モラルを育む。

独
自
項
目

学校の個性
化・多様化

異なる文化や価値観を理解し尊重する態度と、コ
ミュニケーション能力を育成する。



評価の観点 平均 評価 昨年度

1
家庭や地域への
情報発信 3.3 A 3.2

2
学校評議員を活用
した学校運営推進 3.2 A 2.9

3
生徒指導方針の確認
と指導体制の推進 2.9 B 2.6

4
生徒の内面の理解
を図る指導の工夫 3.4 A 3.1

5 いじめの未然防止 3.1 A 2.9

6
体系的なキャリア教育の
実践 2.7 B 3.1

7 主体的な進路選択の支援 3.2 A 3.2

8 実践的指導力の向上 2.9 B 2.7

9
社会の変化に対応
した教育観の育成 2.8 B 2.7

10
ＩＣＴ利活用の
推進と進化(深化) 3.3 A 3.2

11
実効ある危機管理
マニュアルの策定 2.7 C 2.7

12
教員の実践的な
研修・訓練 2.9 B 2.6

13
校務分掌と協働
体制の確立 3.0 B 3.0

14
勤務時間の適正化
推進 2.8 B 3.1

ＰＴＣＡ活動 15 ＰＴＣＡとの連携 3.0 B 2.7

自ら学び自ら
考える力の育成

16
体験的・問題解決的
な学習の展開 3.0 B 2.9

基礎・基本の定着 17
生徒の学力の把握と
学習習慣の確立 3.3 A 3.2

総合的な探究の時
間

18
教職員の協働体制と
創意工夫した実践 2.6 C 2.7

個に応じた学習指
導の徹底

19 評価方法の創意工夫 2.9 B 2.9

20
自主的・実践的な
活動の活性化 3.0 B 3.0

21
学校行事の精選と
内容の充実 2.6 C 3.1

防災・安全
教育

22
防災教育に係る指導力・
実践力向上 3.0 B 2.7

健康教育 23
感染予防対策への指導の
徹底 3.0 B 2.9

人権教育 24
人権教育推進体制
の充実 2.8 B 2.8

情報教育 25
情報活用能力と
情報モラルの育成 3.1 A 3.0

環境・福祉
教育

26 環境教育の推進 2.8 B 2.5

27
グローバル人材の
育成 3.0 B 3.1

28 「一生懸命がかっこいい」を具現
する生徒の育成 3.2 A 2.8

令和４年度 兵庫県立明石城西高等学校 学校自己評価（教員）

教
育
目
標

生徒を中心に据え、基盤となる人間力の育成に努める。
≪実践目標達成状況≫
  よくできている   ４
  できている　　   ３
  あまり
      できていない ２
  できていない　　 １

≪評価基準≫
  ４段階評価の平均が
  　３.１以上　　Ａ
  　２.８以上　　Ｂ
  　２.６以上　　Ｃ
  　２.５以下　　Ｄ
　とした。 今回の評価
　者は４２人。

・人間力とは、進路希望を実現できる学力である。

・人間力とは、服装や言葉遣い等も含めたコミュニケーション力である。

・人間力とは、部活動や生徒会活動等を通して、仲間と協調し、目的に向かって努力し続ける意志力である。

重
点
目
標

１　校訓の具現化：教育目標実現のため、懸命に「努力」し、関係者が「協調」し、望ましい校風の「創造」を達成する。

２　夢の実現に挑戦し続ける：生きがいのある人生を切り拓き、自己実現を可能にする能力の錬磨に励み、社会性や国際性
　の備わった人間形成に努める。

３　共に生きる心を育成する：心のふれあう温かい人間関係と、お互いを尊重し合う学校生活の中で、自己と他者を共に尊
　重する心を育成する。

４　心身の健全な調和を図る：知性・教養を磨き、倫理観や規範意識を高め、体力の向上と自ら学ぶ力や生きる力を培い、
　心身ともに健全で調和の取れた成長を目指す。

５　教職員の使命感を高める：授業研究ならびに個人研究等の実践を通して、教職員全員が職務の自覚と使命感を深め、人
　間性の涵養と指導力の研鑽に努める。

領域等 評価項目 実践目標（指標）

学
校
運
営

共
通
項
目

開かれた
学校づくり

ホームページの更新、学年通信の発行等を通じて、保護者や地域に新しい情
報を積極的に提供する。

学校評議員会や公開授業等を通じて、学校評議員や来校者等の意見を学校運
営の改善に役立てる。

生徒指導
(保健指導含む)

生徒指導方針を生徒・保護者に明確に示すとともに、教職員が共通理解した
うえで指導に当たる。

適宜個人面談を実施するとともに、カウンセリングマインドの習得に努め生
徒の内面的理解に基づいた指導を行う。

本校のいじめ防止基本方針に基づいて適切にいじめ対策に取り組み、いじめ
を生まない土壌作りに努める。

進路指導

進路HR及び総合的な探究の時間を活用しながら、組織的・計画的にキャリア教育
を行う。

さまざまな機会を捉え、進路選択に係る情報を提供し、適時、面談等を通じて進路
実現への意識を高める。

教職員の
資質向上

公開授業・研究授業及び諸課題に係る校内研修の実施により、実践的指導力の
向上を図る。

校外研修や教育研究会等で得た情報や成果を共有し、社会の変化やニーズ、教
育の新しい動向に対応しようとする。

ICT（スマートフォンを含む）の利活用による教授方法の研究に努め、「わかる授業」
を実践する。

危機管理
体制の整備

実情に応じた危機管理マニュアルの作成・見直し・改善を行い、日頃から対応を意
識した行動をとる。

重大事故発生時の適切な対応や、生徒・教職員の心のケア等についての研修を
行う。

選
択
項
目

学校運営
全般

各部の指導の重点または各学年の経営方針を定め、その実現に向けて協働す
る。

勤務時間の適正化（「ノー部活デー」の取組を含む）を行うとともに、タイムマネジメ
ント実現に向けログオンログオフの時間の申告表を作成、活用している。

保護者や地域に教育活動を公開するとともに、家庭・地域ぐるみの活動の充実を
図り、連携を深める。

教
育
課
程

共
通
項
目

主体的・対話的で深い学びの実現に向け、授業改善に努める。

ロイロノートや「学習の記録」等の活用により、学力の把握・基礎基本の定着を図
る。

総合的な探究の時間について、見直し・改善に努め、より充実した内容になるよう
心がける。

シラバスの作成と観点別評価の導入等により、多様な生徒にきめ細かい指導を行
う。

選
択
項
目

特別活動
(学校行事等)

生徒会活動やホームルーム活動において、生徒の自発的・自治的な活動が行わ
れるよう支援する。

行事庶務検討委員会を定期的に開催し、行事の精選と内容の充実を図る。

課
題
教
育

共
通
項
目

防災避難訓練の実施と危険箇所の点検、救急救命講習等により、教職員の意識と
技術を高める。

感染症における予防対策を正しく理解させ、予防する能力や態度を育成す
る。

３年間を見通した人権LHR計画の作成や講演会等の実施により、自他を尊重する
態度を育む。

選
択
項
目

生徒がICTを適切に活用する能力の育成とともに、人権尊重を基盤とした情報モラ
ルを育む。

ゴミや省資源等の身近な環境問題への関心を高め、環境美化に取り組む姿勢を
育てる。

独
自
項
目

学校の個性化・多
様化

異なる文化や価値観を理解し尊重する態度と、コミュニケーション能力を育成す
る。

規範意識と基本的生活習慣が確立し、自己実現に向けて粘り強く努力できる生徒
を育てる。



評価の観点 平均 評価 昨年度

1
家庭や地域への
情報発信 3.2 A 2.9

2
学校評議員を活用
した学校運営推進

3
生徒指導方針の確認
と指導体制の推進 3.1 A 3.2

4
生徒の内面の理解
を図る指導の工夫 2.8 B 2.8

5 いじめの未然防止 3.2 A 3.1

6
体系的なキャリア教育の
実践 2.8 B 3.0

7 主体的な進路選択の支援

8 実践的指導力の向上 2.7 B 2.8

9
社会の変化に対応
した教育観の育成

10
ＩＣＴ利活用の
推進と進化(深化) 3.0 B 3.2

11
実効ある危機管理
マニュアルの策定

12
教員の実践的な
研修・訓練

13
校務分掌と協働
体制の確立

14
勤務時間の適正化
推進 2.8 B 2.9

ＰＴＣＡ活動 15 ＰＴＣＡとの連携

自ら学び自ら
考える力の育成

16
体験的・問題解決的
な学習の展開 2.8 B 2.7

基礎・基本の定着 17
生徒の学力の把握と
学習習慣の確立 2.9 B 2.8

総合的な学習の時
間

18
教職員の協働体制と
創意工夫した実践

個に応じた学習指
導の徹底

19 評価方法の創意工夫 3.1 A 3.2

20
自主的・実践的な
活動の活性化 2.8 B 2.7

21
学校行事の精選と
内容の充実

防災・安全
教育

22
防災教育に係る指導力・
実践力向上 2.9 B 2.9

健康教育 23
感染予防対策への指導の
徹底 3.1 A 3.3

人権教育 24
人権教育推進体制
の充実 3.3 A 3.1

情報教育 25
情報活用能力と
情報モラルの育成 3.5 A 3.5

環境・福祉
教育

26 環境教育の推進 3.2 A 3.1

27
グローバル人材の
育成 3.1 A 3.2

28
「一生懸命がかっこい
い」を具現する生徒の育
成

3.1 A 2.9

令和４年度 兵庫県立明石城西高等学校 学校自己評価（生徒）

教
育
目
標

生徒を中心に据え、基盤となる人間力の育成に努める。
≪実践目標達成状況≫
  よくできている   ４
  できている　　   ３
  あまり
      できていない ２
  できていない　　 １

≪評価基準≫
  ４段階評価の平均が
  　３.１以上　　Ａ
  　２.８以上　　Ｂ
  　２.６以上　　Ｃ
  　２.５以下　　Ｄ
　とした。 今回の評価
　者は７１０人。

・人間力とは、進路希望を実現できる学力である。

・人間力とは、服装や言葉遣い等も含めたコミュニケーション力である。

・人間力とは、部活動や生徒会活動等を通して、仲間と協調し、目的に向かって努力し続ける意志力である。

重
点
目
標

１　校訓の具現化：教育目標実現のため、懸命に「努力」し、関係者が「協調」し、望ましい校風の「創造」を達成する。

２　夢の実現に挑戦し続ける：生きがいのある人生を切り拓き、自己実現を可能にする能力の錬磨に励み、社会性や国際性
　の備わった人間形成に努める。

３　共に生きる心を育成する：心のふれあう温かい人間関係と、お互いを尊重し合う学校生活の中で、自己と他者を共に尊
　重する心を育成する。

４　心身の健全な調和を図る：知性・教養を磨き、倫理観や規範意識を高め、体力の向上と自ら学ぶ力や生きる力を培い、
　心身ともに健全で調和の取れた成長を目指す。

５　教職員の使命感を高める：授業研究ならびに個人研究等の実践を通して、教職員全員が職務の自覚と使命感を深め、人
　間性の涵養と指導力の研鑽に努める。

領域等 評価項目 実践目標（指標）

学
校
運
営

共
通
項
目

開かれた
学校づくり

学校ホームページや学年通信等で、生徒の日常の様子が紹介されて
いる。

生徒指導
(保健指導含む)

生徒の基本的生活習慣の確立に向けて、先生は熱心に指導を行って
いる。

先生方には、不安や悩み事を気軽に相談できる雰囲気がある。

先生方からは、いじめを生まない、許さない、放置しないという姿
勢が感じられる。

進路指導

進路HR・講演会等を通して、進路目標が明確になった。

教職員の
資質向上

教材や指導方法の工夫が感じられる魅力的な授業が多い。

ICT（スマートフォンを含む）を活用した授業のおかげで、学習内容
の理解が深まっている。

危機管理
体制の整備

選
択
項
目

学校運営
全般 「ノー部活デー」の取組（適切な休養日の設定）がなされており、

バランスのとれた生活を送れている。

教
育
課
程

共
通
項
目

先生の講義だけではなく、生徒が主体的に参加できる授業が多い。

家庭学習の習慣が確立していて、課題にも前向きに取り組んでい
る。

授業や考査・小テスト、提出物に関して、きめ細かな指導が行われ
ている。

選
択
項
目

特別活動
(学校行事等)

学校行事や生徒会行事の内容と実施時期に満足している。

課
題
教
育

共
通
項
目

防災避難訓練等を通して、非常時にはどのように行動すべきか理解
できている。

感染症予防対策を正しく理解し実行している。

互いの違いを認め合い、相手を大切にしようとする態度が身につい
ている。

選
択
項
目

スマートフォンやSNSを利用する時は、ネット上のルールやマナーを
守っている。

校内清掃に励み、身近な生活環境を美しく保とうと意識している。

独
自
項
目

学校の個性化・多
様化

英語によるコミュニケーション能力を高めようとしている。

「一生懸命がかっこいい」といえる高校生活を送っている。(※友だ
ちと比較して判断しない)



評価の観点 平均 評価 昨年度

1
家庭や地域への
情報発信 3.0 B 2.9

2
学校評議員を活用
した学校運営推進

3
生徒指導方針の確認
と指導体制の推進 3.1 A 3.2

4
生徒の内面の理解
を図る指導の工夫

5 いじめの未然防止 2.8 B 2.9

6
体系的なキャリア教育の
実践 3.1 A 3.2

7 主体的な進路選択の支援

8 実践的指導力の向上

9
社会の変化に対応
した教育観の育成

10
ＩＣＴ利活用の
推進と進化(深化) 3.0 B 3.3

11
実効ある危機管理
マニュアルの策定 3.4 A 3.4

12
教員の実践的な
研修・訓練

13
校務分掌と協働
体制の確立 2.8 B 2.9

14
勤務時間の適正化
推進 3.0 B 2.8

ＰＴＣＡ活動 15 ＰＴＣＡとの連携 2.8 B 2.6

自ら学び自ら
考える力の育成

16
体験的・問題解決的
な学習の展開 2.9 B 3.2

基礎・基本の定着 17
生徒の学力の把握と
学習習慣の確立 2.7 B 2.9

総合的な学習の時
間

18
教職員の協働体制と
創意工夫した実践

個に応じた学習指
導の徹底

19 評価方法の創意工夫 2.5 D 2.9

20
自主的・実践的な
活動の活性化

21
学校行事の精選と
内容の充実 2.9 B 2.7

防災・安全
教育

22
防災教育に係る指導力・
実践力向上

健康教育 23
感染予防対策への指導の
徹底 3.4 A 3.3

人権教育 24
人権教育推進体制
の充実 3.3 A 3.1

情報教育 25
情報活用能力と
情報モラルの育成 3.0 B 3.3

環境・福祉
教育

26 環境教育の推進 3.1 A 3.0

27
グローバル人材の
育成 2.5 D 2.8

28
「一生懸命がかっこい
い」を具現する生徒の育
成

3.4 A 3.0

令和４年度 兵庫県立明石城西高等学校 学校自己評価（保護者）

教
育
目
標

生徒を中心に据え、基盤となる人間力の育成に努める。
≪実践目標達成状況≫
  よくできている   ４
  できている　　   ３
  あまり
      できていない ２
  できていない　　 １

≪評価基準≫
  ４段階評価の平均が
  　３.１以上　　Ａ
  　２.８以上　　Ｂ
  　２.６以上　　Ｃ
  　２.５以下　　Ｄ
　とした。 今回の評価
　者は３０１人。

・人間力とは、進路希望を実現できる学力である。

・人間力とは、服装や言葉遣い等も含めたコミュニケーション力である。

・人間力とは、部活動や生徒会活動等を通して、仲間と協調し、目的に向かって努力し続ける意志力である。

重
点
目
標

１　校訓の具現化：教育目標実現のため、懸命に「努力」し、関係者が「協調」し、望ましい校風の「創造」を達成する。

２　夢の実現に挑戦し続ける：生きがいのある人生を切り拓き、自己実現を可能にする能力の錬磨に励み、社会性や国際性
　の備わった人間形成に努める。

３　共に生きる心を育成する：心のふれあう温かい人間関係と、お互いを尊重し合う学校生活の中で、自己と他者を共に尊
　重する心を育成する。

４　心身の健全な調和を図る：知性・教養を磨き、倫理観や規範意識を高め、体力の向上と自ら学ぶ力や生きる力を培い、
　心身ともに健全で調和の取れた成長を目指す。

５　教職員の使命感を高める：授業研究ならびに個人研究等の実践を通して、教職員全員が職務の自覚と使命感を深め、人
　間性の涵養と指導力の研鑽に努める。

領域等 評価項目 実践目標（指標）

学
校
運
営

共
通
項
目

開かれた
学校づくり

学校ホームページや学年通信等で、子どもや学校の様子が日常的に
伝えられている。

生徒指導
(保健指導含む)

生徒指導方針（基本的生活習慣の確立と事故防止）に沿った指導が
行われている。

学校全体でいじめの未然防止、早期発見、早期対応に努める姿勢が
感じられる。

進路指導

保護者会・三者面談等を通じて、学校と協力しながら、進路決定が
進められた。

教職員の
資質向上

タブレット（スマートフォンを含む）やプロジェクタ等の利活用は
子どもの学力育成に役立つ。

危機管理
体制の整備

eメッセージは危機管理や防災上有効である。

選
択
項
目

学校運営
全般

子どもの学年の経営方針（どのような生徒を育てたいのか）を理解
している。

「ノー部活デー」の取組（適切な休養日の設定）により、子どもは
バランスのとれた生活を送れている。

学校と家庭・地域が連携し協力できる関係にある。

教
育
課
程

共
通
項
目

入学時と比較して、子どもには主体的に学習に取り組む姿勢が育っ
ている。

子どもは家庭での学習習慣が確立しており、課題の量も適切であ
る。

子どもに対して、個に応じたきめ細かな学習指導がなされている。

選
択
項
目

特別活動
(学校行事等)

各種学校行事の内容や実施時期は満足できるものである。

課
題
教
育

共
通
項
目

子どもは、感染症予防対策を正しく理解し実行できている。

子どもには、互いの違いを認め合い尊重しようとする態度が備わっ
ている。

選
択
項
目

子どもはスマートフォンやSNS利用時のルールやマナーが身について
いる。

子どもたちの生活環境・学習環境はよく整えられている。

独
自
項
目

学校の個性化・多
様化

入学時と比較して、子どもの英語によるコミュニケーション能力は
高まっている。

子どもは「一生懸命がかっこいい」と言える高校生活を送ってい
る。（※他者とは比較しない）


